
一36一

ヒマラヤの海とその消滅一その3

中嶋輝元(鉱床部)

TerumasaNAKAJI皿

1.ヒマラヤ造山と強衝突

インド洋海底の磁気異常の縞のうちAnom.19ができ

た復すたわち45Ma以降のインド洋の新しい海嶺系は

現在まで続いている.とくに南東インド海嶺による

拡大の継続はインド亜大陸とアジア大陸の強い衝突(強

衝突)を生じその結果としてヒマラヤ山脈の上昇運動

をはじめヒマラヤの変成作用摺曲･断層運動だと著し

い地殻変動を引き起した･ここでもう一度ヒ→ラヤの

歴史を振り返りとくに始新世の衝突以降の歴史を中心

にまとめてみると次のようにたる･

1)海の時代(先カンブリア紀～始新世の大陸棚性浅海層と

フリッシュ･遠洋性深海層の堆積)

2)海の消滅(始新世以後の陸成層の出現インド亜大陸とア

ジア大陸の衝突)

3)ヒマラヤ山脈の上昇(中新世～前期更新世のシワリク層

=モラソセの堆積先行谷の形成)

4)摺曲と衝上断層群の発達

5)ヒマラヤ変成作用(中新世)

6)ヒマラヤ優白質花嵩岩の形成(漸新世末～中新世)

7)地震帯の発達

写真1カトマンズ層群ティストゥソグ層砂岩と粘板岩の

互層からたるカトマンズ郊外クンチヤｰル付近
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図1ヒマラヤのクリッペ｡
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3)～7)までの現象が大陸間の強衝突によって引き起さ

れたと考えられる1そしてこれらの現象はヒマラヤ造

山の中心をたすものでもある.

ヒマラヤ山脈の上昇過程についてはヒマラヤのモラ

ッセ相に当るシワリク層の堆積作用やヒマラヤ各地に発

達する先行谷を例として既に述べた1)･上昇のメカニ

ズムはおそらく摺曲や衝上断層群の発達と密接に関係

しているに違いたい.強衝突の結果ヒマラヤの地殻

には寧裂た圧縮力が加わりそのため地層はくしゃく

しゃに押し曲げられ盛り上がったというわげである｡

インド亜大陸とアジア大陸の衝突後のインド亜大陸の北

上の量は衝突後のインド洋の拡大遠度から求められる

がそれは1,000㎞以上に及ぶ.これがヒマラヤ造山

の原動力とたった.

ヒマラヤが実際に水平圧縮された量を衝上断層や摺曲

から見積った量としては350～650㎞という値が得られ

ている2).またヒマラヤの地殻の異常な厚さをつく

るのに必要た圧縮量は最大600～700㎞という意見も

ある3).これらの量はインド亜大陸の北上の量とさほ

どかげ離れたものではない｡次に示すカトマンズ層群

やインダス'ツァソポｰ帯オフィオライトのクリッペは

地殻が強く圧縮された結果その一部が地表にとび出し

水平に大きく移動した例である.

2.とび出た地殻

中部ネパｰルのカトマンズ地域には先カンブリア紀

～古生代にわたる一連の海成層が分布Lている(写真1

図2と3).それはカトマンズ層群と呼ばれるもので

分布はレッサｰヒマラヤ帯の中にある.一般にレッサ

ｰヒマラヤ帯の地層は藻類化石ストロマトライトを除

げば化石に乏しいのが特徴であるがカトマンズ層群か

らは三葉虫腕足類サンゴコノドントなど古生代の

化石が豊富に産出する･このようた化石の産出に加え

てその岩相とくに古生代オルドビス紀～デボン紀の

地層はハイヒマラヤ帯の同時期の地層によく似ている

(図3)｡一般にレッサｰヒマラヤ帯にはこの時期の地層

が欠如するかあるいはそれとはっきりわかるものがた

いのでカトマンズ層群はハイヒマラヤ帯に起源をもつ

黒地性のものではなかろうかと考えられるようにたっ

た.

カトマンズ層群は全体として複向斜構造を示す(図2).

その岩石は一般には未～弱変成しているだけであるが

基底部付近は強く変成し大理石結晶片岩片麻岩

ミグマタイトたどに変っている(写真2)｡そして衝

上断層を境として全体が主として先カンブリア系からだ
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緑泥石片岩

るレッサｰヒマラヤ帯の未～弱変成岩一ナワコット層群

の上に量っている(図2)｡これらの事実からカトマ

ンズ層群はその本来の分布地であるハイヒマラヤ帯から

南へ強い圧縮力のため迫し出されレッサｰヒマラヤ帯

の中へと移動した衝上岩体であると考えられるに至っ

た.その移動距離は約80㎞･カトマンズ層群の分布

は北側でハイヒマラヤ帯の変成岩体と接しているけれ

どもその間が連続的であるかどうかは問題がある.

むしろカトマンズ層群は元の場所から切り離れて分布す

るクリッペとみられる｡

カトマンズ層群と同様のハイヒマラヤ帯からのクリッ

ペとしてはほかに西部ネパｰルや北西インド･クマオ
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クリッペの対

比.カッコ内の

時代は化石によ

る.

ソヒマラヤなどにその存在が知られる(図1).クマオ

ソ地方のアルモラ･クリッペはなかでも有名で古くから

研究されている.これはクマオソ地方から東へ西

部ネパｰル･ダソデルデュｰラ地方まで分布し西はガ

ンジス川上流まで達する大規模たものである.その東

西延長は約300㎞にもたる･アルモラ･クリッペはひ

とつの非対称向斜からたる･全体の岩石が強い変成作

用を受けていて結晶片岩片麻岩花崩岩となってい

る.このアルモラ変成類岩はカトマンズ層群と同様

に衝上断層をもって未～弱変成のレッサｰヒマラヤ帯の

地層の上に一重だっている(図4)｡アルモラ･クリッペ

の北70～80㎞に位置するハイヒマラヤの下部はやはり
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変成岩類が卓越Lており多分アルモラ･クリッペはこ

の部分から南へ迫し出されてきたものであろう･

カトマンズ層群をはじめこれらのクリッペはその厚

さや構成岩石の変成度からみて大陸地殻の深さおよそ

25㎞までの部分が地表にとび出してきたものと考えら

れる.これに対して次に述べるジュソバ･クリッペ

やスポソタソ･クリッペだとは海洋地殻がとび出たもの

である(図4).

ジュソバ･クリッペはインドネパｰルチベット

(中国)3国の国境の接するところにある(図1).その

分布は仏教の聖地として名高いチベットのカイラス山

の南ラクサス湖南岸からアムラン峠一帯とその西方に

あるニティ峠北側やキオカｰル地方に及ぶ.

ジュソバ･クリッペは上部がカソラソ岩下部はフリ

ッシュからたる.上都のカソラソ岩は厚さ500m以上

に達し向斜構造の中心都に広く現われる.ジュソバ

･カソラソ岩の直下は赤色放散虫チャｰトに富み続い

て下方のブリッシュベと移り変る.フリッシュはそ

の中に後期白亜紀の石灰岩をはさみ全体としてもほぼ

同様の時期の堆積物とみられるがフリッシュの特定の

層準には大小さまざまだ外来岩塊を含む地層がある｡

その外来岩塊は前･中期三畳紀のアンモナイトだとの化

石を産する赤色石灰岩や斑状凝灰岩集塊岩などで大

きいものは長さ1㎞厚さ200mに達する.このよう

た外来岩塊を含む地層は一種のオリストストロｰムとみ

たされる.

ジュソバ･クリッペの上から下への岩相変化は海洋

地殻について考えられている断面のものとはさかさまで

ある?).その原因として考えられる可能性は2つ･

ひとつはジュソバ･クリッペ全体がひっくり返って逆転

写真2カトマンズ層群下都の片麻岩クリガニ層の砂岩･粘

板岩互層が変成しているカトマンズ郊外トリスリ南方

1987年1月号

Lている可能性もうひとつはカソラソ岩赤色放散虫

チャｰトフリッシュのそれぞれの境界に衝上断層があ

って次六と下のものが上へと重なっている可能性であ

る､多分前者の可能性が強いと思われる.そうた

れほ大陸問の強衝突に伴って問にあった海洋地殻が

つるんととび出しそれがあたかもフライパンの玉子

焼きをひっくり返したように海洋地殻が天地裏返しと

たって南の大陸地殻上に着地したということにたる.

畦ひ現地へ行って調べてみたいものである.ジュソバ

クリッペは北側のインダス･ツァソポｰ帯のオフィオ

ライトから南へ50～100㎞離れた位置にある.つま

りこれだけとび出す問にひっくり返ったというわけで

ある.

スポソタソ･クリッペはカシミｰルのハイヒマラヤ帯

に分布する.クリッペは衝上断層を境としてハイヒマ

ラヤの大陸棚性炭酸塩岩の上に重なる･クリッペの上部

はカソラソ岩(ハルツバｰシャイト)下部はラマユル･

フリッシュトラス火山岩類オフィオライト･メラン

ジュ十外来岩塊(炭酸塩岩)たどからたる.クリッペを

構成する岩石と同じものが北側のインダス･ツァソポｰ

帯の中に存在するのでスポソタソ･クリッペもジュソ

バ･クリッペ同様インダス･ツァソポｰ帯から南へとび

出した海洋地殻と考えられる.スポソタソ･クリッペ

もやはり上下さかさまの岩相変化を示すがここでは各

岩相の境界が衝上断層とたっているためだと解釈されて

いる.

とび出た海洋地殻の例としては他にツソモラリ･ク

リッペやタルガイ･クリッペだとがハイヒマラヤ帯の中

に知られる(図1).

3.主衝上断層群

ヒマラヤにはそれに平行して走るいくつかの主要た衝

上断層が存在する.ヒマラヤ全域にわたって発達する､

主衝上断層と呼ばれるものには主中央衝上断層(Mlain

Centra1Thrust略してMCT)と主境界衝上断層(Main

BoundaryThrust略してMBT)の2つが知られる.

これらの主衝上断層はヒマラヤ山脈の上昇運動や変形･

変成作用と密接に関係Lているものでいわぱヒマラヤ

造山の主役でもある｡

2つの主衝上断層の活動期には違いがありMCTの

方が古い.MCTはハイヒマラヤ帯とレッサｰヒマラヤ

帯を境する衝上断層で衝上断層面は北に傾斜し北側

のハイヒマラヤ帯が南側のレッサｰヒマラヤ帯の上にの

し上っている｡ヒマラヤ変成岩は大局的にはこのMCT

に沿って分布している･そのためMCTの活動はヒ�
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図4ヒマラヤの地殻30kmの断面とクリッペ.

文献2)5)6)などをもとに最近の知見にしたがって編集.MMTはMainMantleThrust(主

マントル衝上断層)の略.MSTはMainShe1fThrust(主陸棚断層新称)の略｡断面のタテ･

ヨコ比は同じ.

マラヤ変成作用とほぼ同じ時期すなわち中新世であろ

うと推定されている.

MBTはレッサｰヒマラヤ帯とシワリク帯を境する衝

上断層である･シワリク層は陸成層でヒマラヤ山脈

写真3主境界衝上断層(MBT)の露頭矢印はMBTの

南側に露出するシワリク層北側(右)は破砕された

レッサｰヒマラヤ帯の地層矢印の位置はMBTの

位置でもあるネパｰル,ブトワル西方

の上昇と共に生じた砕屑物の堆積したモラッセであり

一方MBTの北側の地層は始新世までの海成層である

のでMBTのBすたわち境界の意味はヒマラヤの陸

成層と海成層の境界ということにたろうか.

MBTの活動期はしたがってツワリク層の堆積と密

接に関係していてその主要な活動はツワリク層堆積期

と同じすたわち中新世～更新世と考えられている｡

MBTの断層面はMCTと同じく北に傾斜し北側の

レッサｰヒマラヤ帯が南側のシワリク帯の上にのし上っ

ている.つまりMBTの活動はシワリク層の堆積後

も続いている.

断層面の性質は2つの主衝上断層でがたり異なってい

る.MBTは明瞭た断層面または破砕帯をもち断層

をはさんで両側の岩石が著しく異っている(写真3).

一方MCTはヒマラヤのどの地域でもはっきりした断

層面をもつことたく断層をはさんで両側の岩石が明瞭

に変わるわげでもたい.MCT付近では後から述べる

ように変成度の弱い岩石の上に強く変成した岩石が重な

っているので地殻深部の岩石が衝上断層によってもち

上ってきたとみたされそれ故にMCTが引かれるわげ

であるが変成度は漸移的に変わるためMCTの正確た

位置を定めることがはたはだむずかしい.
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アジア大陸地殻

多くの場合MCTはもっとも変成度の高い部分のす

ぐ南側に推定される･その他には例えば若干の地質

構造や層序のくい違いとか塩基性岩の貫入の有無変

成度のやや急変する位置カタクラシスやダイアフトレ

シスの認められる位置なども手掛りにしている.こう

した場合研究老によってMCTの通る位置が異たる

場合もありまた時によって複数のMCTが引かれる

こともある.MCTの活動がヒマラヤ変成作用と結び

ついているということもこのようたMCTの性質に

基づいている.

MCTとMBTの断層面の性質の違いは多分その形

成された深度が異なるためと考えられる.MCTの場

合には現在地表で観察される部分はもとは地殻の深所

にあって断層は強い圧力の下で延性的に活動Lたと考

えられる｡一方MBTの現在地表で見ている部分は

地殻の浅所で脆性的に動いたところであろう.MCT

とMBTの周囲の岩石の変成度の違いはその状況証拠

というところか.前項で述べたレッサｰヒマラヤ帯中

のハイヒマラヤ帯からのクリッペの基底の衝上断層は

MCTに近い性質をもつことが多いようである.

4.ヒマラヤ対的

東西に連なるヒマラヤ山脈はその東と西の端に当る

カツミｰルとネファ地方においてその地質構造とく

1987年1月号

にハイヒマラヤ帯の地質構造がいったん幅広く緩やか

にたりそこからパキスタンとアラカン･コｰマ山脈の

南北方向の中軸部に向って屈曲する.その屈曲部付近

には地質構造が強く北側へ馬蹄型に張り出す部分があ

るがこれをヒマラヤ対的(syntaxis)という(図5)･

東西2対の対的のうち東の対的については記録が少

ないが西の対的はよく調べられている.それはパキ

スタン北部のナソガバノレバット地域～ハザラ地域にわた

るハザラ対的と南都のクェッタ対的からなる.いずれ

においてもヒマラヤの主要地質構造は対的の中でも連

続している.

ハザラ対的はその中心部には約15㎞の幅でムリｰ

層やシワリク層など新潮の地層が分布していて外側を一

方い地層がとり囲んでいる.各地質単元の間は逆断層

または衝上断層とたっている･ハザラ対的の主要断層

は南のMBTと北のバソジヤｰル衝上断層で左ずれ

の要素をもつ.ハザラ対的の特徴はその影響が700

㎞北のパミｰル高原まで及んでいることである.

クエッタ対的はパキスタン中軸帯の中心を走る主要

断層クエッタ線を含む.クエッタ線はインド洋のオｰ

エン･ムレｰ破砕帯の北の延長に当る.クエッタ線を

境として東側がインド楯状地およびその上の大陸棚性

堆積物の分布域西側がバルチスタン･フリッシュの分

布域であり断層を境として東西の岩相が著しく異な

る.とくに西側のバルチスタン･フリッシュ中にはひ�
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図5ヒマラヤ対的と主要構造線.

きずり摺曲が発達しそれはクエッタ線を境として左ず

れの運動があったことを示す｡

ハザラクユッタ両対曲中の左ずれの断層はインド

亜大陸のアジア大陸への強衝突と関係するものでイン

ド亜大陸の一層の北上がその西縁においてアジア大陸と

の間に左ずれの運動を生じたことを示す.こうした運

動とインド亜大陸北西端における南北方向から東西方向

への屈曲作用は端の部分に強い圧縮を生じることにた

りその結果一部が北へはみ出して対的を生じたものと

思われる.

インド亜大陸北東端の対的はこんどは右ずれの運動

によって生じたと予想されるが先にも述べたように十

分た調査がだされていたい.ただし対的の南部に当

るアラカン･コｰマ山脈には南北に走るアラカン･コｰ

マ線がありこれが右ずれ断層である.アラカン･コｰ

マ線は東側のツヤソ高原と西側のアラカン･コｰマの

白亜紀フリッシュを境する断層でその南の延長は地球

上最長の線構造をたすインド洋の東経19度トランスフォ

ｰム断層(19.ETF)に当る.このような様子はインド

亜大陸北西端の対的とよく似ているので北東端の対的

の形成もおそらくインド亜大陸の強衝突･北上に関係す

るもので北西端のものと対をたしていると思われる･

5.ヒマラヤ変成作用一逆転変成

ヒマラヤ地域の変成作用はいくつかの段階に分けられ

ることもあるがその主要たものはハイヒマラヤ帯のMC

T付近を中心としてすたわちハイヒマラヤ帯のテチス

堆積物の下部に生じた中新世のヒマラヤ変成作用であ

る.変成岩としてみられるものは大理石結晶片岩

ミグマタイト片麻岩たどでそれに花嵩岩がしばしば

伴われる(写真4･5).片麻岩には黒雲母片岩の暗色部

と花嵩岩質または電気石に富んだペグマタイト質の明色

部の互層する縞状片麻岩や眼球片麻岩ホｰフィロプラ

スティック片麻岩たどがある.変成度の低い片岩や石

英砂岩が縞状片麻岩や眼球片麻岩に側方変化することも

よくある.また片麻岩から白雲母黒雲母電気石妻

に富んだ花嵐岩に変わる様子も多く観察され変成作用

が終にはアナテクシスによって花嵩岩を生ずる現象をみ

ることができる.

地質ニュｰス389号�
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ヒマラヤの変成作用は中正型(藍晶石一珪線石タイプ

バロビアソ型)変成作用であり変成鉱物としては泥質岩

の中に珪線石藍晶石十字石クロリトイドなどが典

型的に現れる.角閃石は青色でサブカルシック型.

変成した石灰岩にはスカポライトが普通に産する･花

崩岩質流動体が分離してできた初期のレンズには藍晶石

の欠きた結晶が生じさらに流動化が進んだものでは珪

線石が生じている.

ハイヒマラヤ帯の珪線石の現われる位置の上にはさ

らに12～20㎞ユのテチス堆積物が重なるが1)この堆積物

によって生ずる圧力はその密度を2,69/cm3として3×

103～5×103atmである.藍晶石一珪線石タイプの変

成作用としてはこれだけの圧力では珪線石の出現は説明

できないので不足分の圧力は強衝突による圧縮力に求め

るべきであろう.

ヒマラヤ全域を通じてもっとも著しい現象はいわゆ

るヒマラヤの逆転変成である･既に一世紀以上も前か

ら｢より結晶質の岩石が結晶質でない岩石の上に重な

る｣という事実がヒマラヤの各地で認められてきた.

例えばシッキムのダｰジリン地域では緑泥石黒雲母

ザクロ石藍晶石十十字石珪線石だとの鉱物が逆の順

序てづまり下に向って変成度が下がるという工合に出

現する｡同じことが東ネパｰルのエベレスト南部地域

でも観察される(図6)･

逆転変成の生じている場はハイヒマラヤ帯のもっと

も変成度の強い帯の南側でレッサｰヒマラヤ帯にわた

る部分である.ここには前項で述べたMCTが通る.

ハイヒマラヤ帯の北側すなわち上位の方向に向かうと

変成度は弱ぐたり最後に未変成岩が現われる.これは

通常の変成作用である･したがって全体としてはヒ

マラヤ変成作用はMCTの付近でもっとも強くそこか

ら北と南に向かってまたは上と下に向かって変成度が

下がっているということにたる.

このような逆転変成の原因については過去にいろい

ろた考え方が出されてきた･しかしその多くはある

限られた部分についてはよく説明できるがヒマラヤ全

域にわたる大規模な逆転変成については十分説明できる

ものではない.その中でも比較的野外の観察事実と矛

盾したい考えとして最近出された衝上断層説がある.

これは衝上断層面を境とする上下盤の運動に伴って断

層面付近に温度分布の逆転が生じそれが逆転変成の原因

となったという考えである･衝上断層の上盤下部の断

層面に近くかつ温度の肩い部分は断層面に沿う熱のロス

によって温度が下がりその結果として温度の逆転を生じ

る.一方下盤の上部はその上に深部からのし上げて

くる上盤下部によって暖められるのでやはり温度の逆転

を生じる.こうして衝上断層面に沿って大観模た逆

転した温度勾配ができるというわげである(図7)･

この考えはヒマラヤ変成作用がMCTの活動と密

接に関係する事実とよく適合する･またヒマラヤ全

体のテクトニズムすたわちヒマラヤの上昇インド亜

大陸の北上ヒマラヤ地域の地殻の深さの増加などとも

矛盾せずいまのところもっとも受け入れやすい考えで

あろう.

写真4ヒマラヤ変成岩エベレスト西方ナムチェバ

ザｰル付近

1987年1月号

写真5ハイヒマラヤ帯の片麻岩アンナプルナｰ

マナスル山塊,マルシャンディ川�
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ベレスト南部の変

成帯3).

6.ヒマラヤ優白質花嵐岩

ハイヒマラヤ帯にはその約2,O00㎞の長さにわたっ

て散点的に優白質花嵩岩が分布する(図8).その多く

はヒマラヤ変成作用やMCTだとの大規模た衝上断層と

関係しいわゆる地殻の再熔融とかアナテクシスという

興味ある問題を提起Lている.

優白質花嵩岩の産状はシル状ストック状バソリ
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ス状などであるものはアフロペグマタイトの巨大なネ

ットワｰク状岩脈や気成期の2次反応を示したり広域

的メソ帯変成ドｰムの上に位置する｡また白雲母一

黒雲母葉状花崩岩と白雲母一電気石非葉状花開岩の帯状

配列を示すこともある.

優白質花嵩岩は通常アクセサリとして電気石やザ

クロ石を含みパｰアルミナスでいわゆるSタイプ花嵐

岩に属する｡優白質花嵩岩の上部はジュラ～白亜紀

の岩石まで貫入し周囲の岩石の変成度も低くだるが

下部では再成花嵩岩の性質が強まり藍晶石～珪線石一

ザクロ石一両雲母片麻岩たどからたる変成岩の中にある.

現在まで得られている優白質花嵩岩の放射年代の多く

は10～30Ma(KムrおよびRb-Sr年代)の問に入り中期中

新世を示す.げれども雲母類だと特定の鉱物につい

て得られた年代はそれらの鉱物の冷却年代を示し冷却

速度が異なる時には数百万年の相違を生ずることもある

ので新生代の年代を論じるにはふさわしくたいという意

見もある･初生的た岩石結晶作用の時期を見積るには

アクセサリ鉱物のU-Pb年代がすぐれているがそうした

研究はまだ少ない.

例えば南部チベット～エベレスト地域のハイヒマラ

ヤ帯の優白質花嵩岩については9～24Ma(ジルコン

モナズ石)の値が得られている.9)10)この値がさしあた

ってもっとも正しい値を示しておりヒマラヤ優白質花

崩岩の形成が漸新世末～後期中新世であったことを示し

ている.

ヒマラヤ優白質花崩岩について得られた87sr/86Sr初

1987年1月号

空値は0,725を越え時にはO.77に達するなど非常に高

いのが特徴であるがRb/Sr系はぱらつきが大きくひ

とつのアイソクロンの上にのらないことが多い･ネパ

ｰル･ヒマラヤのマカルｰマナスル各プルトンのNd

同位体は非常に不均質でεNd｡値は一10～一17の値どた

り地殻起源を示す.またマナスル･プルトンの鉛同

位体は放射性起源で上部地殻曲線上にのりジルコン中

にはしばしば先カンブリア紀基盤岩に由来する放射性起

源鉛が認められる.

以上のようだ同位体的特徴はハイヒマラヤの優白質花

樹岩が地殻物質のアナテクシスによる再生マグマから生

じたことを示している.

東ヒマラヤの優白質花嵐岩の鉛同位体の研究からも

その多くは放射起源で(206Pb/204Pb初生値=18170～20.23;

207Pb/204Pb=15-73～15.97)インド楯状地の岩石の値とよ.

く一致することも知られている(図9).これはヒマラ

ヤ地域の基盤岩として地下にインド楯状地の岩石(始生

界)に相当するものが存在してその岩石の部分熔融に

よって優白質花開岩が生じたと仮定できることを示す.

ちなみにトランスヒマラヤ･バソリスでは表1に示す

ようにその鉛同位体比は206Pb/204Pb=18.48～18.62と

変化幅がより小さい･一方207Pb/20里Pb=15.57～15.74

は逆に大きな変化を示しバソリス付近の基盤岩につい

ての値からインド洋のMORBの値まで変化する(図9).

つまり放射起源鉛同位体は優白質花歯岩より少なく

インド洋MORBより多い.これはトランスヒマラヤ�
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図9ヒマラヤ優白質花開岩トランスヒマラヤ･バソリスおよびインド楯状地･チベットの基盤岩

の鉛同位体比8)･いずれもカリ長石についてえられた値である･生長曲線は単一ステｰジ

閉鎖系(地球の年齢4.55×10蓼年の場合)について示してある.

･バソリスを生じたマグマ中の鉛はマントル物質中の

鉛と地殻中の鉛の混合物であることを意味しハイヒマ

ラヤ優白質花嵐岩とは明らかに成因が異なることを示

す.

前回にも述べたようにトランスヒマラヤ･バソリス

はテチス海のアジア大陸の下へのサブダクションに関係

して形成されたものとみたされる.一方ハイヒマラ

ヤ優白質花嵩岩は結局のところインド亜大陸とアジア大

陸の強衝突によって生じたものである.新しい花闇岩

すたわち地殻の形成にはこのように2通りの方法があ

りいずれも世界の屋根ヒマラヤ山脈の中に生じてい

る.ヒマラヤの海は消滅したけれどもそこは新しい地

殻の形成の場となって地球上もっとも厚い大陸地殻が

誕生したのである.

7.おわりに

先カンブリア紀から中生代にわたってヒマラヤ地域

に拡がって､･たテチス海は新生代始新世に至って突然

消滅した･それは元をただせほ南の巨大大陸ゴンド

ワナの分裂とそれに引き続く新海洋インド洋の発生そ

してインド亜大陸とアジア大陸の衝突という地球の歴史

上もっとも激しい地殻変動を背景にして起った･

インド亜大陸とアジア大陸の衝突の影響はヒマラヤ

地域のみたらずチベット高原を越えてはるかコンロソ･

天山両山脈まで及びヒマラヤ山脈の形成と前後して内

陸アジアにこれらの復活山脈を形成した.

さらに視野を広げればインド亜大陸と共にアラビ

アアフリカオｰストラリアだとの諸大陸がゴンドワ

ナ大陸の破片となって北上し北の大陸であるヨｰロッ

パやアジアあるいは南太平洋の島々と衝突した｡そし

てその衝突帯は西はヨｰロッバ･アルプスからバルカ

ンイランなどを経てヒマラヤに至り東はアラカン･

コｰマ山脈からインドネシアの島々をとび越してニュｰ

ギニアまで続いている.その長さは実に地球の半周に達

する.

日本列島はヒマラヤより北東に隔たること約4,000㎞

ニュｰギニアからも北へほぼ同じ4,000㎞の遠方にあ

る･しかし南の大陸群の衝突の影響を全く受けたかっ

たとは言いきれるであろうか･(完)
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表1ヒマラヤとトランスヒマラヤの花開岩類の比較8)9〕10〕11)12)13〕14〕15)

ヒマラヤ優白質花開岩

インダス･ツァソポｰ帯の南ハイヒマラヤ帯(幅50～80km,

延長2,OOOkm)の中に不規則に分布

優白質花嵩岩両雲母花嵐岩からなる(電気石サク目石を含

む)

Sタイプ

放射年代:9･2-24.OMa(ぴPb年代モナズ石)他に多くの

Rb･Sr,K-Ar年代の測定値があるがそれらはヒ

マラヤ変成作用によるリセットや岩体の冷却速度

Rb･Sr系の不均質性などの影響を受けていると考

えられる

Sr初生値>O.725

δ180s皿｡w:11.5_12.4%｡

Pb同位体:基盤岩に由来する放射性起源鉛が多い.Pb同位

体組成は地殻起源鉛であることを示す(206Pb/204Pb=18.70

一エλ91,男07pb/20{Pb=15.78-15.90)

成因:大陸間の強衝突によって地殻物質から再生した

トランスヒマラヤ･バソリス

インダス･ツァソポｰ帯の北トランスヒマラヤ帯に沿って

幅30～60km延長2,700k㎜にわたりほぼ連続的に分布(ビル

マ～アフガニスタン)

閃緑岩トナル岩花開閃緑岩花開岩が主で少量のノｰラ

イトガブロアプライトｰペグマタイトを含む

Iタイプ

放射年代

カルクアルカリ系列

東部41･レ94･2Ma(U-Pb年代ジルコン)

西部60･7-103Ma(U-Pb年代ジルコンモナズ

石褐簾石)

他に多くのRb･SrK-Ar年代値が得られている

Sr初生値:O.704-O.709

δ180smw:6.0-9.O%θ(Si0250劣岩石で6.2%θ)

Pb同位体:ジルコン中には基盤岩に由来する放射性起源鉛の

存在が認められる･Pb同位体組成はマントル源および地

殻源鉛の混合であることを示す(206Pb/泌Pb=18･48-18･62

㈰�戯㈰��������

成因:大陸衝突以前のテチス海のアジア大陸下へのサブダクシ

ョンによって生じた.
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